
 

目的 
●「人と自然の関係」を 
地域研究の視座から子ども 
たちの感性に問いかける 
環境教育プログラム開発と 
実践を通し、地域研究と 
市民社会をつなぐ実践モデ 
ルを構築する。 
 
●異なる社会経済環境下の 
４つの地域における生態環 
境と伝統的知識の継承、コ 
ミュニティ、土地や動物と 
の関わり等の学びを分析し、 
その学びの実現可能性の実 
証を試み「人と自然の関 
係」に関わる次世代の学び 
の可能性を提示する。 
 

 
 
 

 

 

2013年度次世代WS 

企画責任者 飯塚宜子（NPO法人平和環境もやいネット事務局長・ 
      同志社大学総合政策科学研究科博士後期課程1年） 
共催 NPO法人平和環境もやいネット/   
   京都市左京区朝カフェ自然と文化を大事にするグループ 
   京都府地域力再生プロジェクト支援事業 
   （トリップ5 京都の森へ行ってみよう！申請中） 

文化多様性に学ぶ環境教育 
スケジュール 
①プレWS (9月） 
②プログラム開発WS（9-11月） 
③実践WS（11-12月） 
④最終WS（1月） 
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